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日 時 令和４年７月１４日（木）１９時００分 ～ ２０時１０分 

会 場 西部中学校 体育館 

出 席 者 数 ８名（うち学校関係者４名、報道関係者１名） 

市 出 席 者 吉田教育長、石上委員、髙山委員 

吉田教育部長、下野教育総務課長、相木主査、田中主任、中島主事、熊倉主事 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

吉田教育長から挨拶。 

 

３ 教育委員会からの説明 

資料に沿って、教育総務課長から説明。 

 

４ 質疑応答・意見交換 

【参加者】 ○義務教育学校では「原則、小学校、中学校の両免許状を併有」しているこ

とが条件とのことだが、現在、本市で小中両方の教員免許を併有している

教員はどのくらいいるのか。 

【市教委】 ○5割を超える程度です。 

【参加者】 ○たたき台で「義務教育学校化」が示されている。地域の実情によるとは思

うが、西部中学校区については、この形が一番理想なのではないかと考え

る。これにより部活動の人数確保等解消できる問題もあると感じた。 

○国が示す方策として「小規模特認校制度」というものがあるとのことだが、

導入した自治体では実際どのくらい人数が増えているのか。 

【市教委】 ○交通事情等の課題や地域の教育力等、西部地区の実情を踏まえて今回たた

き台として「義務教育学校化」をご提示させていただいたところです。 

○「小規模特認校制度」については、複式学級にならない程度の範囲で募集

をかけている学校が多いと認識しています。近隣でいくと江別市の野幌小

学校がありますが、複式学級にならないような範囲で応募して受け入れて

いるものと認識しています。一方で、その地域のお子さんや保護者の中に

は、最初から大規模な学校に入学したい、させたいという希望者もいると

言われており、難しい問題だと考えています。 

○また、地域の方から見ると地域のお子さんではない子どもが来るというこ

とで、地域とのかかわりが現状と比べてどうなるのかという部分も検討し

ていかなければいけないと考えています。 

【参加者】 〇市 P連等でほかの役員からも話が出ているが、今日の内容を見ると統廃合

ありきなのではないかということを感じる。この「義務教育学校化」とい

うもののメリット、デメリットを踏まえて現状の西部地区にこれが適正な

のかという部分がピンとこない。 

○一保護者としては、現状の 1学級 35人という上限がありながらも、1クラ

スの人数を少なくし、複数学級化を図ることで、少ない人数でも複数学級

別記様式(第 3条関係) 
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があった方が子どものためにも、また、先生も目が届きやすくなるという

ことで良いのではと考える。 

○通学距離の範囲について、実際に歩く場合は直線距離よりももっと距離が

長くなるので、範囲的な部分と通学時間がリンクしないのではないか。 

○息子が野球をやっている関係で、市内の学校の児童数に対する野球少年団

に所属している児童の割合を調べたことがあるが、市内全体で 12～13％

となっている。地域によっては 10％程度しかない実情がある。これからボ

ールパークができるまちとして、学校が減って野球チームが減ると北広島

市としてデメリットが多いのではと感じる。 

【市教委】 ○統廃合ありきと感じさせてしまったのは私の説明力不足であり、申し訳あ

りません。 

○「義務教育学校化」のメリットと実情の課題が結びつかないということで

すが、例えば、教育講演会でお話しいただいた帯広市の大空学園では、部

活動を小学 5年生から開始しており、集団規模を大きくしている。また、

その他の学校では、小学 6 年生が 20 人で、通常だと他者との意見交換に

制約がでますが、中学 1年生と意見交換を実施することで多様な意見に触

れる機会を創出できているという事例があります。こうしたことが、義務

教育学校化のひとつのメリットとして捉えているところです。 

○1 クラスの人数を少なくし、複数学級にすると良いのではということでし

たが、学校の先生の配置人数が国の法律等で決まっており、それを超える

場合は市で単独で雇用することになります。その人件費等も含め市での対

応が必要となりますが、教職員のなり手不足ということもあり、人材の確

保を含め難しい状況にあります。また、これらの問題が解決されたとして

も、1 つのクラスの規模をどうするのかという検討は、今回の適正規模・

適正配置検討とは別の観点で市として考えていく必要がある問題だと考

えています。 

○通学距離につきましては、言われたとおり歩いてみないと分からないと認

識しています。今回は、機械的にお示ししましたが、実際の通行距離でい

えばもっと長くなったり、斜面や坂があれば、より通学に負担がかかると

いうことになると考えています。特に今年の大雪等を考えると、アンケー

トにあった 2～4km 圏内を歩いていくということが、子どもにとって妥当

なのかということもあります。今後、議論を煮詰めていく中で、一緒に検

討していければと考えています。 

○野球少年団につきまして、北海道日本ハムファイターズも日本全国の少子

化の中で、非常に危機感を持っており、ファイターズとしても地域の子ど

もたちに対して野球を含めたスポーツの関心を持ってもらいたいという

思いがあると聞いています。こうした中で、今回、西部小学校でいえば、

運動会でマスコットキャラクターのフレップくんが来て、こうした関心を

持ってもらう取り組みを行っているということであります。学校数という
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こともありますが、まずは子どもの数が減っているということに危機感が

あると感じています。 

○また、野球以外のスポーツの多様化もあり、子どもたちの選択肢が増えて

きていることもあるかと思います。野球人口の割合という部分について、

どのように捉えていくのかということにつきましても、考えていかなけれ

ばいけないと考えています。個人的な考えでいえば、一人のお子さんが野

球だけということではなく、バスケやほかの競技もといったいろいろな体

験の機会をつくっていくことが、私たち教育委員会の使命であると考えて

います。 

【参加者】 ○大空学園は昔マンモス校だった。帯広市内から少し離れており、西部地区

と似たような地域性があるのかなと思う。今は子供の数が昔ほどおらず、

そういうスタイルに近づいていくのかなと感じている。また、白糠町にも

義務教育学校があり、その最初の年の 6年生に自分の甥っ子がいた。あの

学校は津波からの避難の関係で高台に学校があるが、小学校が終わると同

じ中学校ということで、子どもたちにとってはメリットをそんなに強く感

じていないのかなと思う。 

○野球については誤った情報をお伝えしており、西部小が 11％、北の台 9％、

双葉 7％、東部 6％、大曲 4％、大曲東 2％。低学年の入団する子どもの数

がどんどん減っていっており、地域で単体のチームが成り立たなくなる危

機感がある。北広島市全体でほかのスポーツも含めなにか働きかけをして

いく必要があるのかなと考えている。 

【参加者】 〇一市民として、西部地区の人口増に期待をかけている。学校のニーズ等の

問題には直接関係ないが、ボールパークができることに伴う西部地区の人

口増に期待をしていたが、結局宅地にはならないということで、そのあた

りについて、今回の適正規模の問題の中で考えていただくところがないの

かなと思っている。 

【市教委】 ○全国的に人口減少という中でコンパクトシティの考え方があり、現状で

は、新しく宅地を広げるということは考えていないところです。そうなる

と現在の地域の中で住み替えということになっていくかと思いますが、市

としても、人口増のためのいろいろな取り組みを行っていますが、期待さ

れるような結果になっていないということかと思います。 

○本市のまちづくりの歴史をみると、一斉に開発して、一斉に子どもが増え、

そして、12～13 年後にピークを迎えています。家を建てた場合、そのご家

庭に義務教育の子どもがいる期間は 9年間のため、その後は、どうしても

減少につながっています。こうした点で、人口増につなげるにはうまく住

み替えを促すということになるかと思いますが、その中で、学校を魅力化

して、市外から来る人に選んでもらえるような学校をつくっていくこと

も、教育サイドの役割と考えています。 

 



西部小学校・西部中学校合同保護者意見交換会概要 
 

- 4 - 

 

 

 

５ 閉  会 

 

 


